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Ⅰ．調査概要 

 

１ 調査の目的 

（１）市民意識調査 

 この調査は、国立市民の意識や日ごろの行動などを把握し、市の第四期基本構想第 2 次基本計画で定

められた施策の現状値を把握するものである。 

 

２ 調査の内容 

（１）第３回国立市市民意識調査 

① 国立市全体や市民の皆様が住んでいる地域について 

② 日常生活における活動や意識について 

③ 市政について 

 

３ 調査の設計 

（１）調査地域 国立市全域 

（２）調査対象 国立市在住の満１８歳以上の男女 

（３）標本数 ３，０００人 

（４）調査方法 郵送による配票、回収 

（５）調査期間 ２０１１年（平成２３年）１月１９日～２月９日 

 

４ 回収結果 

（１）発送数      ３，０００（１００．０％） 

（２）有効回収数  １，４３５（有効回収率４７．８％） 

（３）回答者の属性 次ページグラフ参照
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図 1 性別(N=1435) 

 

図 2 年齢(N=1435) 

図 3 職業(N=1435) 

 

図 4 勤務者の職場地域(N=764) 

図 5 住居形態(N=1435) 

 

図 6 家族構成(N=1435) 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.4%

56.3%

1.3%

男性

女性

不 明

1.4%

9.0%

13.3%

19.9%

16.0%

11.4%

7.2%

21.5%

0.3%
18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

不 明

7.2%
1.9%

7.5%
7.8%

14.6%
2.8%

11.5%
21.2%

4.4%
17.5%

3.2%
0.5%

0% 5% 10%15%20%25%

自営業・家事手伝い
自由業

経営・管理職
事務職

専門・技術職
労務・サービス業
パート・アルバイト

専業主婦
学生
無職
その他
不 明

10.6%

19.4%

25.7%34.8%

4.7%
2.9% 2.0% 自宅と同じ

国立市内

東京都内２３

区

２３区以外の

東京都 （国

立市を除く）
神奈川県・

埼玉県

46.3%

14.8%17.0%

13.5%

4.4%
1.1% 1.4% 1.5%

持ち家（一戸建

て）
持ち家（分譲マ

ンションなど）
民間の賃貸住

宅
公営・公団・公

社賃貸住宅
社宅・寮・官舎

間借り・住み込

み
その他

16.0%

23.8%49.3%

6.6%
3.3%

1.1%

単身（一人暮ら

し）

夫婦だけ

二世代世帯

（親と子）



 

4 
 

図 7 同居家族(N=1435) 

 

図 8 居住地域(N=1435) 

 

図 9 居住年数(N=1435)  
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Ⅱ．第３回国立市市民意識調査結果 

 

１．国立市全体や市民の皆様が住んでいる地域について 

 

（１）美しいまちなみの保全・形成 

 

 国立市全体が美しいまちなみを保全・形成していると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）は、

第３回（平成２３年１月）が７４．８％であり、第２回（平成２２年１月）の７２．５％と比べると２．３％

増加している。また、第１回（平成２０年４月）の７７．２％と比べると２．４％減少している。 

 

問１ あなたは、国立市全体が美しいまちなみを保全・形成していると思いますか？ 

 
 

（２）みどり 

 

 国立市はみどりが十分にあるまちだと思う市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が４４．９％で

あり、第２回（平成２２年１月）の３８．２％と比べると６．７％増加している。また、第１回（平成

２０年４月）の５２．５％と比べると７．６％減少している。 

 

問２ あなたは、国立市はみどりが十分にあるまちだと思いますか？ 
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（３）子育て 

 

 子育てのしやすい環境が整っていると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）は、第３回（平成

２３年１月）が４３．０％である。選択肢は異なるが、第２回（平成２２年１月）の３０．１％と比べ

ると１２．９％増加しており、第１回（平成２０年４月）の３２．４％と比べると１０．６％増加して

いる。 

 次に、子供の成長に関して悩みや不安を抱えている保護者の割合は、第３回（平成２３年１月）が 

５９．４％であり、第２回（平成２２年１月）の４７．６％と比べると１１．８％増加している。また、

第１回（平成２０年４月）の５８．７％と比べると０．７％増加している。 

 最後に、子供の成長に関して悩みや不安を抱えている保護者に対する相談相手としては、「家族・親戚」

７８．８％（第２回「家族」という選択肢で７８．３％）、「職場の友人・知人」３４．２％（第２回は

未設定）、「近隣の方」１６．３％（第２回１６．１％）、「公の施設の相談員」８．２％（第２回８．３％）

が挙げられた。また、「相談相手がいない」は９．２％（第２回１１．１％）であった。 

 

問３ あなたは、子育てのしやすい環境が整っていると思いますか？ 

 
※平成２２年・２０年の調査における選択肢は「思う、思わない」のみ

 

問６０ ＜１８歳以下のお子さんのいる保護者の

方に伺います＞あなたは、子供の成長に

関して悩みや不安を抱えていますか？ 

 

問６１ 問６０で「はい」と答えた方に伺います。

あなたは身近に相談相手がいますか？（複数選択可） 

※「家族・親戚」の選択肢は平成２２年の調査では「家族」。また、

「職場等の友人・知人」の選択肢は平成２３年の調査より新設。 
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（４）都市基盤整備 

 

 住んでいる地域で地域の特性に合った都市基盤が整備されていると思う市民の割合（思う、わりと思

うの合計）は、第３回（平成２３年１月）が６３．１％であり、第２回（平成２２年１月）の６４．６％

と比べると１．５％減少している。また、第１回（平成２０年４月）の７０．２％と比べると７．１％

減少している。 

 次に、住んでいる地域が都市基盤が整備されて住みやすいと思う市民の割合（思う、わりと思うの合

計）は、第３回（平成２３年１月）が６５．３％であり、第２回（平成２２年１月）の６７．８％と比

べると２．５％減少している。また、選択肢は異なるが、第１回（平成２０年４月）の６１．３％と比

べると４．０％増加している。 

 最後に、住みやすい環境だと思わない市民にとって不足していると感じる都市基盤は、「道路・歩道」

６２．８％（第２回「道路」という選択肢で５１．４％）、「都市ガス」３６．２％（第２回３３．９％）、

「公園」３３．０％（第２回３４．９％）が挙げられた。 

 

問４ あなたは、住んでいる地域で地域の特性に合った都市基盤（道路、公園、水道、下水道、都市ガ

スなど）が整備されていると思いますか？

問５ あなたは、あなたが住んでいる地域は都市基盤が整備されており、住みやすい環境だと思いますか？  

 

※平成２０年４月の調査における選択肢は「思う、思わない」のみ 
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問６ 問５で「思わない」と答えた方に伺います。あなたの住んでいる地域で不足しているものは次の

うちどれですか？（複数選択可） 

※平成２２年１月、平成２０年４月の調査における選択肢は「道路・歩道」ではなく、「道路」
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（５）安全・快適な道路通行 

 

 誰もが市内の道路を安全に快適に通行できると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）は、第３

回（平成２３年１月）が２１．０％であり、第２回（平成２２年１月）の２２．３％と比べると１．３％

減少している。また、選択肢は異なるが、第１回（平成２０年４月）の１３．５％と比べると７．５％

増加している。 

 また、誰もが市内の道路を安全に快適に通行できると思わない市民が、その原因として考えている事

項としては、「歩道が狭い」６３．７％（第２回６６．６％）、「自転車の通行マナーが悪い」４５．７％、

「歩道上に段差やでこぼこがある」４２．７％（第２回４５．２％）、「自転車道が分離・整備されてい

ない」３３．３％（第２回３９．３％）、「歩道上に放置自転車及び看板類がある」３２．２％（第２回

４０．５％）が挙げられた。 

 

問７ あなたは、誰もが（しょうがいしゃ、高齢者、幼児、児童などを含む）市内の道路を安全に快適

に通行できると思いますか？  

 
※平成２０年４月の調査における選択肢は「思う、思わない、わからないのみ」 
 
問８ 問７で「あまり思わない」、「思わない」と答えた方に伺います。あなたはその原因はどこにある

と思いますか？（複数選択可）（※「自転車の通行マナーが悪い」の選択肢は平成２３年１月の調

査より新設、平成２３年１月の調査より「歩道上に段差やがたつき（でこぼこ）がある」を「歩

道に段差やでこぼこがある」に変更） 
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（６）医療機関の有無 

 

 近くに安心してかかることが出来る医療機関がある市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が 

７３．０％であり、第２回（平成２２年１月）の６９．２％と比べると３．８％増加している。また、

第１回（平成２０年４月）の６２．０％と比べると１１．０％増加している。 

 また、近くに安心してかかることが出来る医療機関がない市民にとって、その理由としては「市内に

専門的な医療機関がないから」４６．８％（第２回４０．２％）、「医療機関に関する情報が不十分だか

ら」３６．４％（第２回３９．３％）、「休日に受診できる医療機関が少ないから」３２．４％（第２回

３４．８％）が挙げられた。 

 

問９ あなたは、近くに安心してかかることがで

きる医療機関がありますか？ 

 

問１０ 問９で「ない」と答えた方に伺います。

その理由は何ですか？（複数選択可） 
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２．日常生活における活動や意識について 

 

（１）福祉活動への取り組み 

 

 何らかの福祉活動に取り組んでいる市民の割合（取り組んでいる、ある程度取り組んでいるの合計）

は、第３回（平成２３年１月）が１３．３％であり、第２回（平成２２年１月）の１１．６％と比べる

と１．７％増加している。一方、全く取り組んでいない市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が 

７０．１％であり、第２回（平成２２年１月）の６６．６％と比べると３．５％増加している。 

 

問１１ あなたは、何らかの福祉活動に取り組んでいますか？ 
※「福祉活動」とは、福祉ボランティア活動、福祉関連イベントへの実行委員会としての参加、日々の

見守り・声かけ、介助など 

 

 

（２）自転車での移動の利便性 

 

 自転車での市内の移動が便利だと思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）は、第３回（平成２３

年１月）が６１．０％であり、第２回（平成２２年１月）の６２．３％と比べると１．３％減少してい

る。 

 

問１２ あなたは、自転車での市内の移動が便利だと思いますか？

6.1%

5.4%

7.2%

6.2%

15.8%

16.8%

70.1%

66.6%

0.8%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない 全く取り組んでいない 不明

23.4%

28.9%

37.6%

33.4%

17.6%

12.5%

9.6%

10.5%

10.5%

9.8%

1.3%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

思う わりと思う あまり思わない 思わない わからない 不明
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（３）公共交通機関の利用 

 

 公共交通の利用頻度は、「日常的に利用している」４３．７％（第２回４５．７％）、「月に数回程度利

用している」３４．１％（第２回３１．６％）、「年に数回だけ利用している」１５．３％（第２回１２．０％）、

「全く利用していない」４．７％（第２回５．６％）となっている。 

 公共交通機関を利用している市民にとって、公共交通機関を使った通勤・通学・昼間の移動が便利だ

と思う割合は、第３回（平成２３年１月）が【市内】５９．５％・【市外】７７．６％であり、第２回（平

成２２年１月）の【市内】６６．４％・【市外】７５．２％と比べると、市内の移動に関しては減少し、

市外への移動に関しては増加している。 

 

問１３ あなたは、どの程度公共交通機関（バス、電車）を利用していますか？ 

 

 

問１４ 問１３で「日常的に利用している」、「月に数回程度利用している」、「年に数回だけ利用してい

る」と答えた方に伺います。あなたは、公共交通機関を使った通勤･通学･昼間の移動が便利だと思いま

すか？ 

【市内の移動に関して】             【市外への移動に関して】 

   

 

 

43.7%

45.7%

45.9%

34.1%

31.6%

32.6%

15.3%

12.0%

12.7%

4.7%

5.6%

5.4%

2.2%

5.1%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

日常的に利用している 月に数回程度利用している 年に数回だけ利用している 全く利用していない 不明

59.5%

66.4%

61.9%

34.2%

27.9%

34.9%

6.3%

5.6%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1336）

平成２２年１月
(N=1135)

平成２０年４月
(N=1304)

便利だと思う 不便だと思う 不明

77.6%

75.2%

74.8%

17.8%

17.9%

20.9%

4.6%

7.0%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1336）

平成２２年１月
(N=1135)

平成２０年４月
(N=1304)

便利だと思う 不便だと思う 不明
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（４）環境に配慮した取り組み 
 
 環境に配慮した取り組みを行っている市民の割合（積極的に取り組んでいる、多少取り組んでいるの

合計）は、第３回（平成２３年１月）が８７．３％であり、第２回（平成２２年１月）の８３．７％と

比べると３．６％増加している。また、第１回（平成２０年４月）の８８．８％と比べると１．５％減

少している。 
  
問１５ あなたは、環境に配慮した取り組みを行っていますか？ 
※「環境に配慮した取組み」とは、ゴミの分別と抑制、光熱水量の節減、緑化の推進、自動車利用の抑
制と低燃費車の購入などの取組みを指します。 

 

 
（５）防犯 

 
 何らかの防犯対策を行っている市民の割合は、「日常生活での防犯対策に取り組んでいる」６１．３％

（第２回５９．２％）、「自宅の建物に対する防犯対策に取り組んでいる」４３．５％（第２回４２．０％）

となっている。防犯対策を行っていない（「特に何も取り組んでいない」）市民の割合は、第３回（平成

２３年１月）が１６．５％であり、第２回（平成２２年１月）の１５．７％と比べると０．８％増加し

ている。また、第１回（平成２０年４月）の１７．８％と比べると１．３％減少している。 
 
問１６ あなたやあなたの世帯では、以下に掲げるような何らかの防犯対策を行っていますか？（複数

選択可）（※「その他」の選択肢は平成２３年１月の調査より新設） 

 
１. 自宅の建物に対する防犯対策に取り組んでいる（センサー・明かりをつける、警備会社に委託する、二重鍵にする） 

２. 消費者犯罪情報を入手している（キャッチセールス、振り込め詐欺、架空請求、解約に関するトラブルなど） 

３. 地域での防犯対策に取り組んでいる（防犯パトロール、知らない人には声を掛ける、地域でのコミュニケーションを図る） 

４．日常生活での防犯対策に取り組んでいる（人通りの多い所や明るい所を歩く、自転車に鍵をかける、自転車のかごにネットをかける） 

５. その他    ６. 特に何も取り組んでいない 

32.5%

25.7%

33.4%

54.8%

58.0%

55.4%

9.4%

9.0%

8.8%

1.4%

3.0%

1.3%

2.0%

4.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

積極的に取り組んでいる 多少取り組んでいる あまり取り組んでいない 全く取り組んでいない 不明

43.5%

14.2%

8.4%

61.3%

1.9%

16.5%

2.5%

42.0%
10.1%

6.5%

59.2%

15.7%

4.7%

43.1%
16.4%

10.7%

61.4%

17.8%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅の建物に対する防犯対策に取り組んでいる

消費者犯罪情報を入手している

地域での防犯対策に取り組んでいる

日常生活での防犯対策に取り組んでいる

その他

特に何も取り組んでいない

不明

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)
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（６）消費生活 

 

 過去１年間で消費生活に関する被害にあったことがある市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が

２．５％であり、第２回（平成２２年１月）の４．２％と比べると１．７％減少している。また、第１

回（平成２０年４月）の５．１％と比べると２．６％減少している。 

 次に、消費生活に関する情報を身近に聞く・触れることができている市民の割合（十分できている、

ある程度できているの合計）は、第３回（平成２３年１月）が８５．３％であり、第２回（平成２２年

１月）の８１．３％と比べると４．０％増加している。また、第１回（平成２０年４月）の８５．５％

と比べると０．２％減少している。 

 

問１７ あなたは、過去 1年間で消費生活に関する被害にあったことがありますか？ 

※「消費生活に関する被害」とはキャッチセールス、振り込め詐欺、解約に係るトラブル、架空請求な

どの被害を指します。 

 

 

問１８ あなたは、消費生活に関する情報をテレビ、新聞、広報誌等で身近に聞く･触れることができて

いますか？ 

 
 

 

2.5%

4.2%

5.1%

96.2%

91.6%

92.9%

1.3%

4.2%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

ある ない 不明

28.2%

20.5%

26.6%

57.1%

60.8%

58.9%

12.0%

12.8%

11.4%

1.5%

1.4%

1.4%

1.3%

4.4%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

十分できている ある程度できている あまりできていない 全くできていない 不明
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（７）個人情報保護 

 

 国立市が個人情報の保護を的確に行っていると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）は、第３

回（平成２３年１月）が３７．０％であり、第２回（平成２２年１月）の３７．８％と比べると０．８％

減少している。また、国立市が個人情報の保護を的確に行っているかわからない市民の割合は第３回（平

成２３年１月）が５４．２％であり、第２回（平成２２年１月）の５０．２％と比べると４．０％増加

している。 

 また、国立市が個人情報の保護を的確に行っていないと思う市民にとって、その理由としては「なん

となくイメージでそう思う」２３．５％（第２回３６．５％）、「自分の個人情報の開示等を求める権利

が十分に保障されていない」２２．５％（第２回１５．６％）が挙げられた。 

 次に、民間事業者が個人情報の保護を的確に行っていると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）

は、第３回（平成２３年１月）が１７．０％であり、第２回（平成２２年１月）の１５．１％と比べる

と１．９％増加している。また、民間事業者が個人情報の保護を的確に行っているかわからない市民の

割合は第３回（平成２３年１月）が３２．７％であり、第２回（平成２２年１月）の３３．９％と比べ

ると１．２％減少している。 

 

問１９ あなたは、国立市が個人情報の保護を的確に行っていると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.8%

13.3%

22.2%

24.5%

4.3%

5.4%

2.9%

2.2%

54.2%

50.2%

1.7%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

思う わりと思う あまり思わない 思わない わからない 不明
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問２０ 問１９で「.あまり思わない」、「.思わない」と答えた方に伺います。その理由は次のうちどれで

すか？（複数選択可） 

 

 

問２１ あなたは、民間の事業者が個人情報の保護を的確に行っていると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.7%

8.8%

12.7%

10.8%
13.7%

22.5%

23.5%

37.3%

3.9%

10.4%

4.2%

10.4%

8.3%

25.0%

15.6%

36.5%

27.1%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40%

不必要な個人情報を収集しているから

個人情報を収集目的以外に利用しているから

市の保有する個人情報が正確でないから

個人情報の保管や廃棄が適切に行われていないから

個人情報の漏えいなどの事故防止対策が不十分だから

自分の個人情報の開示等を求める権利が十分に保障されていない

なんとなくイメージでそう思う

その他

不明

平成２３年１月

（N=102）

平成２２年１月
(N=1271)

2.2%

2.1%

14.8%

13.0%

28.4%

34.3%

19.9%

12.4%

32.7%

33.9%

2.0%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

思う わりと思う あまり思わない 思わない わからない 不明
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（８）スポーツ・レクリエーション 

 

 日常的にスポーツ・レクリエーションを行っている市民の割合（週に３日以上、週に１～２日の合計）

は、第３回（平成２３年１月）が４９．０％であり、第２回（平成２２年１月）の５０．４％と比べる

と１．４％減少している。また、第１回（平成２０年４月）の４８．０％と比べると、１．０％増加し

ている。 

 

問２２ あなたは、どの程度スポーツ・レクリエーション（ウォーキングなど軽い運動も含む）を行っ

ていますか？ 

 

 

（９）健康 

 

 １年前と比べて健康だと思う市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が１４．６％であり、第２回

（平成２２年１月）の１５．３％と比べると、０．７％減少している。また、第１回（平成２０年４月）

の１４．３％と比べると０．３％増加している。 

 

問２３ あなたは、1年前と比べて健康だと思いますか？ 

 

 

 

21.9%

23.5%

21.1%

27.1%

26.9%

26.9%

20.6%

16.9%

21.1%

10.7%

7.9%

9.2%

14.7%

13.7%

12.9%

5.1%

11.1%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

週に３日以上 週に１～２日 月に１～３日 ３ヶ月に１～２日 年に１～３日以下 不明

14.6%

15.3%

14.3%

60.8%

57.6%

57.4%

22.7%

22.7%

25.6%

1.9%

4.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

思う 変わらない 思わない 不明
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（１０）国際交流 

 

 過去１年間に行政や民間団体が行う国際交流活動・イベントに参加したことがある市民の割合は、第

３回（平成２３年１月）で６．５％であり、第２回（平成２２年１月）の５．１％と比べると１．４％

増加している。また、参加したことがない市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が９１．８％であ

り、第２回（平成２２年１月）の８９．７％と比べると、２．１％増加している。 

 また、参加したことがある市民にとって、その活動は「民間団体主催の国際交流活動イベント」 

５４．８％（第２回３８．５％）、「国・都道府県・市町村主催の国際交流活動・イベント」３９．８％

（第２回４１．５％）が挙げられた。 

 次に、今後行政や民間団体が行う国際交流活動・イベントに参加したいと思う市民の割合は、第３回

（平成２３年１月）が１９．２％であり、第２回（平成２２年１月）の３４．６％と比べると１５．４％

減少している。また、参加したいと思わない市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が３０．４％で

あり、第２回（平成２２年１月）の５８．９％と比べると２８．５％減少している。なお、「どちらとも

言えない」とした市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が４９．１％となっている。 

 

問２４ あなたは、過去１年間に行政や民間団体

が行う国際交流活動・イベントに参加し

たことがありますか？ 

 

問２５ 問２４で「ある」と答えた方に伺います。

具体的にどのような活動でしょうか？（複数選択可） 

 

問２６ あなたは、今後行政や民間団体が行う国際交流活動・イベントに参加したいと思いますか？  

 
※「どちらとも言えない」の選択肢は平成２３年１月の調査より新設 

6.5%

5.1%

91.8%

89.7%

1.7%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

ある ない 不明

39.8%

54.8%

9.7%

11.8%

41.5%

38.5%

7.7%

6.2%

6.2%

0% 10%20%30%40%50%60%

国・都道府県・市町村主催の

国際交流活動・イベント

民間団体主催の

国際交流活動・イベント

ホームステイ・海外留学

その他

不明

平成２３年１月

（N=93）

平成２２年１月
(N=65)

19.2%

34.6%

30.4%

58.9%

49.1%

1.3%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月

(N=1271)

思う 思わない どちらとも言えない 不 明
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（１１）生涯学習活動 

 

 市民が過去１年間に行った生涯学習活動としては、「趣味・教養を高めること」４２．０％（第２回 

３８．１％）、「健康・体力づくりをすること」２８．５％（第２回２５．８％）が主に挙げられる。な

お、生涯学習活動を特に行っていない市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が３１．４％であり、

第２回（平成２２年１月）の３４．３％と比べると、２．９％減少している。また、第１回（平成２０

年４月）の３３．８％と比べると、２．４％減少している。 

 また、生涯学習活動を特に行っていない市民にとって、その理由としては「仕事や家事が忙しくて時

間がない」４２．７％（第２回５０．２％）、「きっかけがつかめない」２８．０％（第２回２９．１％）

が主に挙げられた。 

 次に、生涯学習を行っている市民にとって、学習を通じて生きがいが得られた割合は、第３回（平成

２３年１月）が７９．１％であり、第２回（平成２２年１月）の７７．５％と比べると１．６％増加し

ている。また、第１回（平成２０年４月）の７８．８％と比べると０．３％増加している。 

 最後に、生涯学習を行っている市民の学習で身につけた知識や技術の活用方法は、「発表会や展示会の

参加」１４．０％（第２回２１．１％）、「ボランティア・NPO活動」９．０％（第２回７．７％）が主

に挙げられた。なお、「特にない」と答えた市民が５９．５％となっている。 

 

問２７ あなたは、過去１年間に以下のような生涯学習活動をしたことがありますか？（複数選択可） 

 
 

 

 

42.0%

22.1%

7.0%

17.3%

19.8%

28.5%

5.0%

31.4%

2.0%

38.1%

17.0%

8.9%

16.9%

12.0%

25.8%

4.4%

34.3%

4.5%

37.2%

23.1%

9.4%

19.1%

15.2%

30.2%

3.6%

33.8%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

趣味・教養を高めること（図書館の利用等）

生活を楽しみ、心を豊かにする活動をすること

公民館など自治体の講座や教室における学習活動に

参加すること

民間の講座や教室における学習活動に参加すること

職業上必要な知識・技能を身につけること

健康・体力づくりをすること

学校における学習活動

特に行っていない

不明

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)
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問２８ 問２７で｢特に行っていない」と答えた方に伺います。それはどうしてでしょうか。(複数選択可)

 
 
問２９ 問２７で自分が実施した生涯学習活動の内

容を選択した方に伺います。学習を通じて
生きがいを得られたと思いますか？ 

 

問３０ 問２７で自分が実施した生涯学習活動の内
容を選択した方に伺います。学習で身につ
けた知識や技術を地域や社会にどのように
生かしていますか？（複数選択可） 

 
※「特にない」の選択肢は平成２３年１月の調査
より新設

 

 

42.7%

4.2%

20.2%

9.3%

8.0%

2.4%

9.1%

17.8%

0.9%

28.0%

20.7%

7.6%

50.2%

8.0%

17.9%

15.1%

7.1%

2.3%

10.8%

20.6%

1.8%

29.1%

16.3%

5.0%

49.7%

8.5%

22.6%

13.7%

7.7%

3.9%

12.0%

17.6%

1.9%

27.3%

19.9%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事が忙しくて時間がない

子どもや親などの世話をしてくれる人がいない

費用がかかる

必要な情報（内容・時間・場所・費用）がなかなか入手できない

一緒に学習や活動をする仲間がいない

適当な指導者がいない

身近なところに施設や場所がない

自分の希望に合う講座や教室がなかったり、時期・時間が合わ

ない

家族や職場など周囲の理解が得られない

きっかけがつかめない

面倒だから

不明

平成２３年１月

（N=450）

平成２２年１月
(N=436)

平成２０年４月
(N=483)

79.1%

77.5%

78.8%

18.4%

18.0%

16.4%

2.5%

4.5%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=957）

平成２２年１月
(N=778)

平成２０年４月
(N=912)

思う 思わない 不明

14.0%

5.7%

6.6%

9.0%

10.7%

59.5%

2.9%

21.1%

4.2%

10.3%

7.7%

27.2%

34.3%

0% 20% 40% 60% 80%

発表会や展示会の参加

講習会や講座の講師

地域の活動（自治会や青少年

団体・老人クラブ等）

ボランティア・ＮＰＯ活動

その他

特にない

不明

平成２３年１月

（N=957）

平成２２年１月

(N=778)
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（１２）文化・芸術活動 

 

 過去１年間に文化・芸術活動を鑑賞した市民の割合（相当ある、まあまああるの合計）は、第３回（平

成２３年１月）が５１．６％であり、第２回（平成２２年１月）の５０．４％と比べると１．２％増加

している。また、第１回（平成２０年４月）の５０．６％と比べると１．０％増加している。 

 次に、過去１年間に文化・芸術活動を鑑賞した市民（相当ある、まあまあある、あまりないと回答し

た市民）にとって、主に市外で鑑賞したという割合が８４．７％（第２回８３．６％）と、主に市内で

鑑賞したという割合１３．８％（第２回１４．６％）を大きく上回っている。 

 さらに、過去１年間に文化・芸術活動は全く鑑賞してない市民にとって、関心がある（関心はある、

まあまあ関心があるの合計）という割合は、第３回（平成２３年１月）が５０．０％であり、第２回（平

成２２年１月）の５９．０％と比べると、９．０％減少している。また、選択肢は異なるが、第１回（平

成２０年４月）の６９．５％と比べると１９．５％減少している。 

 

 過去１年間に文化・芸術活動を行った市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が２１．１％であり、

第２回（平成２２年１月）の２１．８％と比べると０．７％減少している。また、第１回（平成２０年

４月）の２５．３％と比べると４．２％減少している。 

 次に、過去１年間に文化・芸術活動を行った市民にとって、主に市外で行ったという割合が６６．７％

（第２回６０．３％）と、主に市内で行ったという割合３１．７％（第２回３８．６％）を上回ってい

る。 

 さらに、過去１年間に文化・芸術活動は行っていない市民にとって、関心があるという割合（関心は

ある、まあまあ関心があるの合計）は、第３回（平成２３年１月）が５０．１％であり、第２回（平成

２２年１月）の６２．９％と比べると１２．８％減少している。また、選択肢は異なるが、第１回（平

成２０年４月）の６３．６％と比べると１３．５％減少している。 

 

問３１ あなたは、文化・芸術活動を過去１年間にどの程度鑑賞しましたか？ 

※文化・芸術活動・・・音楽、演劇・演芸、舞踊、美術、文芸、生活文化（生け花、茶道、ファッショ

ン、人形、盆栽、園芸、囲碁、将棋など）、映画など 

 

 

 

11.8%

11.3%

10.3%

39.8%

39.1%

40.3%

23.2%

24.1%

24.2%

23.6%

18.4%

20.4%

1.6%

7.2%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

相当ある まあまあある あまりない 全くない 不明
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問３２ 問３１で「相当ある」、「まあまあある」、
「あまりない」と答えた方に伺います。
主にどこで文化･芸術活動を鑑賞しまし
たか？ 

 

問３３ 問３１で「全くない」と答えた方に伺い
ます。関心はありますか？  

 
※平成２３年１月の調査より「ほとんど関心がない」とい

う選択肢を「あまり関心がない」に変更、平成２０年４月

の調査では「関心はある、関心がない」の２択 

 

問３４ あなたは、文化・芸術活動を過去１年間にご自分で行ったことがありますか？ 

 

 

問３５ 問３４で「ある」と答えた方に伺います。

主にどこで文化・芸術活動を行いましたか？ 

 

問３６ 問３４で「ない」と答えた方に伺います。
関心はありますか？  

 
※平成２３年１月の調査より「ほとんど関心がない」とい
う選択肢を「あまり関心がない」に変更、平成２０年４月
の調査では「関心はある、関心がない」の２択 

13.8%

14.6%

14.3%

84.7%

83.6%

83.2%

1.5%

1.8%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1074）

平成２２年１月
(N=946)

平成２０年４月
(N=1070)

主に市内 主に市外 不明

29.6%

34.6%

69.5%

20.4%

24.4%

34.3%

27.8%

13.0%

11.5%

29.5%

2.7%

1.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=338）

平成２２年１月

(N=234)

平成２０年４月

(N=292)

関心はある まあまあ関心がある

あまり関心がない 全く関心がない

21.1%

21.8%

25.3%

77.7%

72.9%

71.3%

1.2%

5.3%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

ある ない 不明

31.7%

38.6%

39.0%

66.7%

60.3%

58.0%

1.7%

1.1%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=303）

平成２２年１月
(N=277)

平成２０年４月
(N=362)

主に市内 主に市外 不明

22.8%

27.3%

63.6%

27.3%

35.6%

38.0%

26.5%

9.9%

8.8%

35.5%

2.1%

1.7%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1115）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

関心はある
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（１３）歴史・文化遺産 

 

 過去１年間で市内の歴史・文化遺産に訪れたことがある市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が

６４．０％であり、第２回（平成２２年１月）の５９．７％と比べると４．３％増加している。また、

第１回（平成２０年４月）の６０．７％と比べると３．３％増加している。 

 次に、過去１年間で市内の歴史・文化遺産に訪れたことがない市民にとって、その理由としては、「過

去に既に訪れたから」３０．２％（第２回２９．７％）、「興味が無いから」２５．８％（第２回２１．４％）

「訪れたいが時間がないから」２０．５％（第２回２５．８％）、「歴史・文化遺産があることを知らな

いから」１６．５％（第２回１８．１％）が挙げられた。 

 最後に、市内の歴史・文化遺産が地域で活用されていると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）

は、第３回（平成２３年１月）が３１．７％であり、第２回（平成２２年１月）の３２．１％と比べる

と０．４％減少している。また、第１回（平成２０年４月）の３０．１％と比べると１．６％増加して

いる。 

 

問３７ あなたは、過去１年間で市内の歴史・文

化遺産を訪れたことがありますか？ 

※歴史･文化遺産…谷保天満宮、古民家、南養寺、

四軒在家遺跡、滝乃川学園、下谷保一号墳、ママ

下湧水など 

 

問３８ 問３７で「ない」と答えた方に伺います。

それはなぜでしょうか？ 

 

問３９ あなたは、市内の歴史・文化遺産が地域で活用されていると思いますか？  

 

※平成２３年１月の調査より「わりと思う」という選択肢を「やや思う」に変更 

64.0%

59.7%

60.7%

35.1%

36.0%

36.6%

0.9%

4.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

ある ない 不明

20.5%

25.8%

24.7%

16.5%

18.1%

20.1%

30.2%

29.7%

28.3%

25.8%

21.4%

21.8%

7.0%

5.0%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=503 ）

平成２２年１月
(N=458)

平成２０年４月
(N=523)

訪れたいが時間がないから
歴史・文化遺産があることを知らないから
過去に既に訪れたから
興味が無いから
不明

5.9%

8.6%

7.6%

25.8%

23.5%

22.5%

27.6%

29.2%

31.2%

10.6%

8.1%

12.2%

28.7%

25.5%

22.4%

1.5%

5%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

思 う やや思う あまり思わない 思わない わからない 不 明
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（１４）男女平等 

 
 男女の役割が平等になっていると思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）は、第３回（平成２３

年１月）が３８．０％である。選択肢が異なるが、第２回（平成２２年１月）の２１．８％と比べると

１６．２％増加している。また、第１回（平成２０年４月）の２１．７％と比べると１６．３％増加し

ている。 

 なお、平等になっていないと思う市民がどの場面でそう思ったかに関しては、「職場」５３．０％（第

２回５６．５％）、「家庭」５２．７％（第２回４６．４％）、「その他の日常生活」３８．３％（第２回

４２．１％）が主に挙げられた。 

 また、様々な社会参画の機会において男女の比率が適切になっていると思う市民の割合（適切だと思

う、ある程度適切だと思うの合計）は、第３回（平成２３年１月）が３１．３％である。選択肢が異な

るが、第２回（平成２２年１月）の２９．８％と比べると１．５％増加しており、第１回（平成２０年

４月）の３０．１％と比べると１．２％増加している。なお、「わからない」（第３回（平成２３年１月）

より新設の選択肢）とする市民の割合が３４．２％となっている。 

 

問４０ あなたは、男女の役割が平等になっていると思いますか？ 

 

※「わりと思う」、「あまり思わない」という選択肢を平成２３年１月の調査より新設 

 

問４１ 問４０で「あまり思わない」、「思わない」

と答えた方に伺います。それはどのよう

な場面でそう思われますか？（複数選択可） 

 

問４２ あなたは、様々な社会参画の機会におい
て男女の比率が適切になっていると思い
ますか？  

 
※平成２３年１月の調査より「ある程度適切だと思う」、

「あまり適切でないと思う」、「わからない」という選択肢

を追加 

7.8%

21.8%

21.7%

30.2% 30.5% 7.2%

38.3%

45.7%

22.6%

35.2%

29.5%

1.7%

4.7%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

思 う わりと思う あまり思わない 思わない わからない 不 明

52.7%

53.0%

20.3%

7.6%

38.3%

1.7%

46.4%

56.5%

21.6%

10.1%

42.1%

0.8%

57.4%

56.5%

28.3%

11.6%

47.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

家庭

職場

地域

学校

その他の日常生活

不明

平成２３年１月

（N=541）

平成２２年１月

(N=487)
平成２０年４月

(N=653)

5.7%

29.8%

30.1%

25.6% 25.7%

6.3%

54.7%

59.4%

34.2%2.4%

15.5%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

適切だと思う
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（１５）平和と人権 

 

 国立の平和都市宣言を知っている市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が３６．６％であり、第

２回の２８．４％と比べると８．２％増加している。また、第１回（平成２０年４月）の３６．７％と

比べると０．１％減少している。 

 次に、過去１年間で市や団体が実施している平和事業やイベントに参加したことがある市民の割合は、

第３回（平成２３年１月）が１０．９％であり、第２回（平成２２年１月）の９．２％と比べると１．７％

増加している。また、第１回（平成２０年４月）の１５．３％と比べると４．４％減少している。 

 さらに、自身とそのまわりで人権が尊重されていると思う市民の割合（思う。わりと思うの合計）は、

第３回（平成２３年１月）が４８．５％である。選択肢が異なるが、第２回（平成２２年１月）の３４．

１％と比べると１４．４％増加している。また、第１回（平成２０年４月）の３７．５％と比べると１

１．０％増加している。 

 最後に、国立市が平和や人権を大切にしているまちだと思う市民の割合（思う、わりと思うの合計）

は、第３回（平成２３年１月）が４１．９％であり、第２回（平成２２年１月）の４３．０％と比べる

と１．１％減少している。 

 

問４３ あなたは、国立の平和都市宣言を知って

いますか？ 

 

 

問４４ あなたは、過去１年間で市や団体が実施
している平和事業やイベントに参加した
ことがありますか？ 

※平和事業…講演,映画会,コンサート,写真展など 

問４５ あなたは、あなたとそのまわりで人権が
尊重されていると思いますか？  

 
※平成２３年１月の調査より「わりと思う」、「あ
まり思わない」という選択肢を追加 

問４６ あなたは、国立市が平和や人権を大切に

しているまちだと思いますか？ 

 

36.6%

28.4%

36.7%

60.3%

65.6%

61.0%

3.1%

6.0%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

知っている 知らない 不明

10.9%

9.2%

15.3%

87.9%

86.7%

82.7%

1.1%

4.1%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

ある ない 不明

13.7%

34.1%

37.5%

34.8% 13.0%

3.9%

11.3%

16.2%

33.3%

49.6%

43.6%

1.3%

4.9%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

思 う わりと思う

あまり思わない 思わない

11.8%

11.8%

30.1%

31.2%

10.7%

8.6%

4.0%

2.6%

41.8%

41.6%

1.6%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

思う わりと思う あまり思わない

思わない わからない 不明
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（１６）コミュニティ 

 

 何らかのコミュニティに所属している市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が２５．２％であり、

第２回（平成２２年１月）の２４．９％と比べると０．３％増加している。また、第１回（平成２０年

４月）の２８．１％と比べると２．９％減少している。 

 なお、コミュニティに所属している市民の活動頻度については、「月に１回以上」４１．３％（第２回

３８．５％）、「年に１回以上～月１回未満」３７．１％（第２回４２．３％）となっている。 

 

問４７ あなたは、何らかのコミュニティに所属していますか？ 

※「コミュニティ」とは、自治会・町内会やＮＰＯ、ボランティア団体など目的をもって社会的責任を

果たす開放的な集まりを指します。 

 

 

問４８ 問４７で「所属している」と答えた方に伺います。どの程度活動されていますか？ 

 

 

  

25.2%

24.9%

28.1%

73.1%

71.1%

69.9%

1.7%

3.9%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

所属している 所属していない 不明

41.3%

38.5%

45.3%

37.1%

42.3%

35.3%

19.9%

18.0%

17.4%

1.7%

1.3%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=361）

平成２２年１月
(N=317)

平成２０年４月
(N=402)

月に１回以上 年に１回以上

～月１回未満

年１回未満 不明
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（１７）災害 

 

 国立市内で地震や災害が起こったときに生命・財産が守られると思う市民の割合（思う、わりと思う

の合計）は、第３回（平成２３年１月）が１７．３％である。選択肢が異なるが、第２回（平成２２年

１月）の２５．３％と比べると８．０％減少している。また、第１回（平成２０年４月）の１５．０％

と比べると２．３％増加している。 

 なお、守られると思わない市民にとって、その理由としては「家具の転倒防止、備蓄など自身の備え

が不十分だから」５１．１％（第２回５７．７％）、「地域のコミュニティが希薄だから」４９．８％（第

２回３５．０％）、「行政からの情報の提供が不十分だから」３９．３％（第２回３０．８％）、「施設の

耐震化が十分でないから」３４．６％（第２回３２．０％）が挙げられた。 

 次に、市民が行っている防災対策としては、「避難場所等の確認をしている」３７．９％、「家具に転

倒防止器具を設置している」３３．２％、「備蓄などをしている」２９．３％が主に挙げられた。なお、

「特にしていない」と答えた市民の割合は３３．３％となっている。 

 

問４９ あなたは、国立市内で地震や災害が起こったときに生命・財産が守られると思いますか？  

 
※「わりと思う」、「あまり思わない」という選択肢を平成２３年１月の調査より新設 
 
問５０ 問４９で「あまり思わない」、「思わない」

と答えた方に伺います。それはなぜです
か？（複数選択可）   

 

問５１ あなたは、ご自身で何か防災対策を行っ

ていますか？（複数選択可） 

 

2.8%

25.3%

15.0%

14.5% 27.8% 10.7%

67.3%

81.5%

42.4% 1.8%

7.4%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

思 う わりと思う あまり思わない 思わない わからない 不 明

34.6%

51.1%

49.8%

39.3%

10.1%

2.2%

32.0%

57.7%

35.0%

30.8%

7.5%

2.1%

36.6%

66.9%

40.1%

38.8%

9.8%

1.4%

0% 50% 100%

施設の耐震化が充分でないから

家具の転倒防止、備蓄など自身の備え

が不十分だから

地域のコミュニティが希薄だから

行政からの情報提供(災害時におけるメー

ル配信、防災無線の呼びかけ、ホーム

ページ、安否情報等)が不十分だから

その他

不明

平成２３年１月

（N=552）

平成２２年１月
(N=855)

平成２０年４月
(N=1165)

33.2%

37.9%

8.6%

29.3%

1.5%

33.3%

1.4%

0% 20% 40%

家具に転倒防止器具を

設置している

避難場所等の確認をし

ている

市や自治会等の防災

訓練等に参加している

備蓄などをしている

その他

特にしていない

不 明
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（１８）しょうがいしゃ 

 

 社会参加したいときに自分なりの社会参加が出来ているしょうがいしゃの割合（かなり出来ている、

部分的に出来ているの合計）は、第３回（平成２３年１月）が３８．２％であり、第２回（平成２２年

１月）の５０．９％と比べると１２．７％減少している。また、第１回（平成２０年４月）の３９．７％

と比べると１．５％減少している。 

 また、自分なりの社会参画ができていないしょうがいしゃにとってその理由は、「移動が困難だから」

３５．７％、「情報が少ないから」３３．３％、「方法がわからないから」３１．０％、「その必要性を感

じていないから」１６．７％が挙げられた。 

 次に、就労状況については、仕事に就いているしょうがいしゃの割合は、第３回（平成２３年１月）

が２６．５％であり、第２回（平成２２年１月）の２２．６％と比べると３．９％増加している。また、

第１回（平成２０年４月）の２２．４％と比べると４．１％増加している。 

 また、仕事に就いていないしょうがいしゃの今後働きたいと思う人の割合は、第３回（平成２３年１

月）が２２．４％であり、第２回（平成２２年１月）の２４．５％と比べると２．１％減少している。

また、第１回（平成２０年４月）の２４．１％と比べると１．７％減少している。 

 
問５２ ＜障害者手帳をお持ちの方に伺います。

＞あなたは、社会参加したいときに自分
なりの社会参加が出来ていますか？ 

 

問５３ 問５２で「あまりできていない」、「全く
できていない」と答えた方に伺います。
それはなぜですか？（複数選択可） 

 

  

問５４ あなたは何かしら仕事に就いていますか？ 

 

問５５ 問５４で「就いていない」と答えた方に

伺います。あなたは、働きたいと思いますか？ 

 

16.2%

17.0%

19.0%

22.1%

34.0%

20.7%

26.5%

28.3%

32.8%

35.3%

20.8%

27.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=68）

平成２２年１月
(N=53)

平成２０年４月
(N=58)

かなりできている 部分的にできている

あまりできていない 全くできていない

35.7%

31.0%

33.3%

16.7%

14.3%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40%

移動が困難だから

方法がわからないから

情報が少ないから

その必要性を感じていない

から

その他

不 明

26.5%

22.6%

22.4%

72.1%

64.2%

75.9%

1.5%

13.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=68）

平成２２年１月
(N=53)

平成２０年４月
(N=58)

就いている 就いていない 不明

22.4%

24.5%

24.1%

75.5%

37.7%

48.3%

2.0%

37.7%

27.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２３年１月

（N=４９）

平成２２年１月
(N=53)

平成２０年４月
(N=58)

働きたいと思う 働きたいと思わない 不明
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（１９）外国人 

 

 日常生活で何か困ることがある外国人の割合は、第３回（平成２３年１月）が２８．９％であり、第

２回（平成２２年１月）の４４．４％と比べると１５．５％減少している。また、第１回（平成２０年

４月）の２８．６％と比べると０．３％増加している。＜但し、第１回・第２回共にサンプル数が少な

い＞ 

 なお、日常生活で困ることがある外国人の具体的な内容については、「公共サービスの利用方法がわか

らない」３０．８％（第２回５０．０％）、「病気の時言葉が通じない」２３．１％（第２回７５．０％）、

「職場の問題」２３．１％（第２回２５．０％）、「相談相手がいない」２３．１％（第２回２５．０％）

が主に挙げられた。 

 

問５６ ＜外国人の方に伺います。＞あなたは、日常生活で何か困ることはありますか？ 

 

 

問５７ 問５６で「ある」と答えた方に伺います。どのようなことでお困りでしょうか？（複数選択可） 

 
※「その他」という選択肢を平成２３年１月の調査より新設

28.9%

44.4%

28.6%

71.1%

55.6%

71.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=45）

平成２２年１月
(N=9)

平成２０年４月
(N=14)

ある ない

30.8%

23.1%

23.1%

15.4%

23.1%

38.5%

25.0%

50.0%

75.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

75.0%

50.0%

25.0%

25.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

日本の生活習慣がわからない

公共サービスの利用方法がわからない

病気のとき言葉が通じない

職場の問題

子どもの教育

相談相手がいない

その他

平成２３年１月

（N=13）

平成２２年１月
(N=4)

平成２０年４月
(N=4)
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（２０）高齢者福祉 

 

 ６５歳以上の市民の生きがいとしては、「趣味」５３．３％（第２回４８．９％）、｢家族との団らん｣

５０．６％（第２回４２．４％）、｢友人や知人との食事・雑談｣４５．０％（第２回３９．６％）が主に

挙げられた。 

 次に、過去１年間に行った社会参加活動としては、｢ボランティア活動｣１８．４％（第２回１８．５％）、

｢文化・スポーツ活動｣１４．８％（第２回１８．２％）が主に挙げられた。なお、過去１年間に社会参

加活動を行っていない割合は、第３回（平成２３年１月）が５３．８％であり、第２回（平成２２年１

月）の４５．１％と比べると８．７％増加している。また、第１回（平成２０年４月）の４７．３％と

比べると６．５％増加している。 

 

問５８ ＜６５歳以上の方に伺います。＞あなたは、どのようなことに生きがいを感じていますか？（複数選択可） 

 

※「感じていない」という選択肢を平成２３年１月の調査より新設 

 

問５９ また、あなたは、過去１年間に何らかの社会参加活動を行ったことがありますか？（複数選択可） 

 

50.6%

45.0%

11.9%

9.7%

53.3%

15.0%

5.3%

4.8%

8.7%

42.4%

39.6%

8.9%

8.4%

48.9%

16.1%

6.5%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族との団らん

友人や知人との食事・雑談

仕事

社会奉仕や地域活動

趣味

スポーツ

その他

感じていない

不明

平成２３年１月

（N=413）

平成２２年１月
(N=1271)

6.5%

2.9%

18.4%

14.8%

6.8%

1.9%

53.8%

8.7%

7.0%

18.5%

18.2%

11.3%

1.9%

45.1%

13.2%

8.2%

2.7%

19.2%

20.1%

11.0%

3.4%

47.3%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就労

ＮＰＯ活動

ボランティア活動（自治会参加含む）

文化・スポーツ活動

学習活動

その他

行っていない

不明

平成２３年１月

（N=413）

平成２２年１月
(N=417)

平成２０年４月
(N=438)
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３．市政について 

 

（１）市政情報の入手 

 

 市民の市政情報の入手手段としては、｢市報｣８８．６％（第２回８６．３％）、｢ホームページ｣ 

１２．５％（第２回１４．２％）、｢人づて｣５．０％（第２回１３．９％）が主に挙げられた。 

 なお、市政情報を市報から入手していると答えた市民の市報の読み方としては、「興味のある箇

所のみ読む」４０．３％、「毎号しっかりと読む」３１．５％、「めくる程度に確認する」３０．４％

が挙げられた。 

 次に、市報の発行回数については、「現行の月２回が適当である」５１．５％、「月１回でよい」 

４１．９％となっている。 

 最後に、入手したい市政情報が十分に公開されていると思う市民の割合は、第３回（平成２３年１月）

が２３．６％であり、第２回（平成２２年１月）の１８．２％と比べると５．４％増加している。また、

第１回（平成２０年４月）の１７．１％と比べると６．５％増加している。 

 

問６２ あなたは、何によって市政情報を得ていますか？（複数選択可） 

※「市政情報」とは、公文書（財政状況、予算・決算等）、報告書、会議録、会議録音テープ、生活便利

帳、イベント情報などを指します。 

 
 

 

 

 

 

88.6%

12.5%

0.9%

0.4%

5.0%

1.5%

7.1%

1.5%

86.3%

14.2%

2.0%

0.5%

13.9%

1.0%

4.5%

5.5%

84.5%

10.4%

1.7%

0.3%

14.4%

3.1%

7.1%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市報

ホームページ

刊行図書

情報公開手続き

人づて

その他

入手していない

不明

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)
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問６３ 問６２で「市報」と答えた方に伺います。あなたは、市報を読んでいますか？（複数選択可） 

 

 

問６４ あなたは、市報の発行回数について、どう思いますか？ 

※現在、市報は毎月５日・２０日の月２回発行し、平成２１年度の経費は約２，０００万円です。 

 

 

問６５ あなたは、入手したい市政情報が十分に公開されていると思いますか？ 

31.5%

30.4%

40.3%

4.2%

0.4%

0.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

毎号しっかりと読む

めくる程度に確認する

興味のある箇所のみ読む

あまり読まない

全く読まない

不 明

平成２３年１月

（N=1272）

1.2%

51.5%41.9%

3.3% 2.1%

月３回に増やしてほしい

現行の月２回が適当で

ある

月１回でよい

その他

不 明

23.6%

18.2%

17.1%

13.2%

19.0%

23.0%

60.1%

56.6%

55.2%

3.1%

6.3%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

十分に公開されている 公開は不十分である わからない 不明
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（２）議会情報の公開 
 
 議会に関する情報が十分に公開されていると思う市民の割合（十分に公開されている、ある程度公開

されているの合計）は、第３回（平成２３年１月）が３５．１％であり、第２回（平成２２年１月）の

３４．２％と比べると０．９％増加している。 
 

問６６ あなたは、議会に関する情報（会議日程、会議内容、会議結果）が十分に公開されていると思いますか？ 

 
 

（３）市民参画・協働 

 
 これまでに市の事業計画策定等に参画したことのある市民の割合は、第３回（平成２３年１月）が 
６．３％であり、第２回（平成２２年１月）の７．６％と比べると１．３％減少している。また、第１

回（平成２０年４月）の８．９％と比べると２．６％減少している。 
 また、これまでに行政との協働事業に参加したことがある市民の割合は、第３回（平成２３年１月）

が１４．９％であり、第２回（平成２２年１月）の１４．３％と比べると０．６％増加している。また、

第１回（平成２０年４月）の１６．２％と比べると１．３％減少している。 
 なお、参加したことがある協働事業の分野は、｢文化・芸術｣２９．４％（第２回２７．５％）、「環境」

１９．６％（第２回１１．５％）、｢防災｣１７．８％（第２回２０．９％）、｢子育て・子育ち｣１４．０％

（第２回１２．１％）が主に挙げられる。 
 さらに、行政との協働事業に参加したことがない市民において、今後参加したいという市民の割合は、

第３回（平成２３年１月）が３０．９％であり、第２回（平成２２年１月）の３２．２％と比べると 
１．３％減少している。また、第１回（平成２０年４月）の３０．７％と比べると０．２％増加してい

る。 
 
問６７ あなたは、これまでに市の事業計画策定等の過程に参画したことがありますか？ 
※「市の事業計画策定などの過程に参画」とは、審議会、ワーキンググループ、パブリックコメント、
意見を聞く会、説明会、懇談会、附属機関、わくわく塾などに参画したことを指します。 

 

6.4%

6.2%

12.9%

28.7%

28.0%

12.5%

12.4%

24.9%

50.4%

47.2%

57.3%

2.0%

6.1%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

十分に公開されている ある程度公開されている 公開は不十分である わからない 不明

6.3%

7.6%

8.9%

91.8%

86.5%

85.5%

1.9%

5.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

ある ない 不明
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問６８ あなたは、これまでに行政との協働事業に参加したことがありますか？ 
※「協働」とは、NPO、市民、企業、行政等が暮らしやすいまちを共に目指して、相互の役割と責任の
もと、お互いの特性をいかし、対等な立場で協力することです。 

【例】 ○行政の計画立案に伴う懇談会やワークショップ、事業実施への参加 
 ○市民まつり、さくらフェスティバルなど市が後援しているイベントや環境フェスタなど市と 
     共催しているイベントの実行委員会への参加 
    ○行政からの委託や助成等を受ける（NPO等による）事業への参加 
    ○自治会やサークル、企業などにおいて行われる公共性の高い事業への参加 
※「NPO（非営利団体）」とは、営利を目的とせず、社会貢献や慈善など公益的活動をする組織のことです。 

 
 
問６９ 問６８で「ある」と答えた方に伺います。あなたはどのような協働事業に参加しましたか？（複数選択可） 

 

 
問７０ 問６８で「ない」と答えた方に伺います。今後行政との協働事業に参加したいと思いますか？ 

14.9%

14.3%

16.2%

83.1%

79.7%

79.2%

2.0%

6.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

ある ない 不明
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平成２３年１月（N=214） 平成２２年１月(N=182) 平成２０年４月(N=232)

30.9%

32.2%

30.7%

66.2%

65.3%

67.5%

2.9%

2.6%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1192）

平成２２年１月
(N=1013)

平成２０年４月
(N=1133)

思う 思わない 不明



 

35 
 

（４）市の組織運営や職員の仕事ぶり 

 

 市の組織運営や職員の仕事ぶりに信頼感を持つ市民の割合（よくやっている、ある程度やっているの

合計）は、第３回（平成２３年１月）が４４．８％であり、第２回（平成２２年１月）の４６．２％と

比べると１．４％減少している。 

 なお、市の組織運営や職員の仕事ぶりが不満である市民において、その具体的内容としては、｢市の職

員と接した時の応対が悪かった｣５６．８％（第２回６７．２％）、｢要望したものを役所が対応してくれ

なかった｣１７・１％（第２回１９．０％）が主に挙げられた。 

 

問７１ あなたは、市の組織運営や職員の仕事ぶりをどう思いますか？（※平成２０年４月の第１回調

査では｢ある程度やっている｣という選択肢は設けていない） 

 

 

問７２ 問７１で「不満である」と答えた方に伺います。それはどんな点でそう感じますか？（複数選択可） 

  

12.3%

13.1%

20.8%

32.5%

33.1%

15.5%

15.3%

26.2%

37.9%

33.0%

48.3%

1.7%

5.4%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２３年１月

（N=1435）

平成２２年１月
(N=1271)

平成２０年４月
(N=1430)

よくやっている ある程度やっている 不満である わからない 不明

17.1%

56.8%

12.2%

14.9%

14.0%

39.6%

1.4%

19.0%

67.2%

13.3%

25.6%

13.8%

27.2%

19.8%

62.3%

11.5%

17.6%

13.9%

29.1%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

要望したものを市役所が対応してくれなかった

市の職員と接した時の応対が悪かった

事務執行上の誤りがあった

たらいまわしにされた

なんとなくイメージでそう思う

その他

不明

平成２３年１月

（N=222）

平成２２年１月
(N=195)

平成２０年４月
(N=374)
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Ⅲ．結果の詳細 

 

 

１．調査票 
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（記入の方法） 

問１ あなたは、国立市全体が美しいまちなみを保全・形成していると思いますか？ 

○1 ．思う        ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う      ４．思わない  

基本的に、当てはまると思う選択肢１つに○をお願いします。 

但し、（複数選択可）と記載されている設問では、当てはまると思う選択肢が複数あれ

ば複数に○をお願いします。 

また、いくつかの設問で選択肢に『その他（  ）』があります。もしその設問におい

て『その他（  ）』が当てはまると思う場合は、（ ）内に具体的な例や理由の記載も

合わせてお願いします。 

 

 

 

Ｆ１．あなたの性別についておたずねします。（○は１つだけ）  

１．男性           ２．女性 

 

Ｆ２．あなたの年齢についておたずねします。（○は１つだけ） 

１．１８～１９歳  ３．３０～３９歳  ５．５０～５９歳   ７．６５～６９歳 

２．２０～２９歳  ４．４０～４９歳  ６．６０～６４歳   ８．７０歳以上 

 

Ｆ３．あなたのご職業は何ですか。（○は１つだけ） 

 １．自営業・家事手伝い         ８．専業主婦（主夫） 

 ２．自由業               ９．学生 

３．経営・管理職           10．無職 

４．事務職              11．その他 

５．専門・技術職            （具体的に：            ） 

 ６．労務・サービス業 

 ７．パート・アルバイト 

 

（Ｆ３で１～７とお答えの方にのみ伺います。それ以外の方は F４にお進みください。） 

Ｆ３－１．職場はどちらでしょうか。（○は１つだけ） 

 １．自宅と同じ          ４．２３区以外の東京都（国立市を除く） 

 ２．国立市内           ５．神奈川県・埼玉県 

３．東京都内２３区         ６．その他（具体的に：        ）     

 

Ｆ４．現在のお住まいは、次の中のどれにあたりますか。（○は１つだけ） 

 １．持ち家（一戸建て）        ５．社宅・寮・官舎 

 ２．持ち家（分譲マンションなど）   ６．間借り・住み込み 

３．民間の賃貸住宅          ７．その他（具体的に：       ） 

 ４．公営・公団・公社賃貸住宅         

 

まず、あなた自身について伺います 

調  査  票



 

38 
 

Ｆ５．あなたの世帯構成はどうなっていますか。（○は１つだけ） 

 １．単身（一人暮らし）         ４．三世代世帯（親と子と孫） 

２．夫婦だけ                       またはそれ以上 

３．二世代世帯（親と子）        ５．その他（具体的に：      ） 

 

Ｆ６．あなたご自身以外で、同居の家族の中に次の方がいますか。（複数選択可） 

１．65歳以上の方がいる ２．18歳以下の子どもがいる ３．１及び２の人はいない 

 

Ｆ７．あなたのお住まいの地域についておたずねします。（○は１つだけ） 

１．北                  ６．谷保 

２．東                  ７．泉 

３．富士見台               ８．青柳 

４．中                  ９．矢川・石田 

５．西 

 

Ｆ８．あなたは、国立市に何年ぐらい住んでいますか。（○は１つだけ） 

 １．１年未満              ４．１０年以上～２０年未満 

 ２．１年以上～５年未満         ５．２０年以上 

 ３．５年以上～１０年未満        ６．生まれてからずっと 

 

 

問１ あなたは、国立市全体が美しいまちなみを保全・形成していると思いますか？ 

１．思う        ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う     ４．思わない  

 

問２ あなたは、国立市はみどりが十分にあるまちだと思いますか？ 

１．十分にある     ２．普通である       ３．不十分である 

 

問３ あなたは、子育てのしやすい環境が整っていると思いますか？ 

1．思う        ３．あまり思わない      ５．わからない 

2．わりと思う     ４．思わない 

 

問４ あなたは、住んでいる地域で地域の特性に合った都市基盤(道路、公園、水道、 

下水道、都市ガスなど)が整備されていると思いますか？ 

１．思う        ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う     ４．思わない  

 

 

 

国立市全体やあなたが住む地域について伺います 
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問５ あなたは、あなたが住んでいる地域は都市基盤(道路、公園、水道、下水道、都市ガ

スなど)が整備されており、住みやすい環境だと思いますか？ 

１．思う         ３．あまり思わない    ５．わからない 
２．わりと思う      ４．思わない 

 

問６ 問５で「４．思わない」と答えた方に伺います。あなたの住んでいる地域で不足して

いるものは次のうちどれですか？（複数選択可） 

１．道路・歩道  ３．水道    ５．都市ガス 

 ２．公園     ４．下水道   ６．その他（       ） 

問７ あなたは、誰もが(しょうがいしゃ、高齢者、幼児、児童などを含む)市内の道 

路を安全に快適な通行ができると思いますか？ 

１．思う        ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う     ４．思わない 

 

問８ 問７で「３．あまり思わない」「４．思わない」と答えた方に伺います。あなたはそ

の原因はどこにあると思いますか？（複数選択可） 

１．歩道がない        ６．歩道上に放置自転車や看板類がある 

２．歩道が狭い        ７．自転車の通行マナーが悪い 

３．歩道に段差やでこぼこがある ８．車道にがたつきがある  

４．歩道と車道の段差がある  ９．その他（            ）

５．自転車道が分離・整備されていない 

問９ あなたは、近くに安心してかかることができる医療機関がありますか？ 

１．ある              ２．ない 

問１０ 問９で「２．ない」と答えた方に伺います。その理由は何ですか？ 

  （複数選択可） 

１．市内に専門的な医療機関がないから 

２．医療機関に関する情報が不十分だから 

３．休日に受診できる医療機関が少ないから 

４．その他（                       ） 

 

 

 

問１１ あなたは、何らかの福祉活動に取り組んでいますか？ 

※「福祉活動」とは、福祉ボランティア活動、福祉関連イベントへの実行委員会としての参加、日々

の見守り・声かけ、介助など 

１．取り組んでいる          ３．あまり取り組んでいない 

２．ある程度取り組んでいる      ４．全く取り組んでいない 

 

問１２ あなたは、自転車での市内の移動が便利だと思いますか？ 

１．思う ２．わりと思う ３．あまり思わない ４．思わない ５．わからない

あなたの日常生活における活動や意識について伺います 
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問１３ あなたは、どの程度公共交通機関（バス、電車）を利用していますか？ 

１．日常的に利用している        ３．年に数回だけ利用している 

２．月に数回程度利用している      ４．全く利用していない 

問１４ 問１３で「１～３」と答えた方に伺います。あなたは、公共交通機関を使った通勤・
通学・昼間の移動が便利だと思いますか？ 

【市内の移動に関して】 

１．便利だと思う      ２．不便だと思う 

【市外への移動に関して】 

１．便利だと思う      ２．不便だと思う 

問１５ あなたは、環境に配慮した取り組みを行っていますか？ 

※「環境に配慮した取組み」とは、ゴミの分別と抑制、光熱水量の節減、緑化の推進、自動車利用

の抑制と低燃費車の購入などの取組みを指します。 

１．積極的に取り組んでいる    ３．あまり取り組んでいない 

２．多少取り組んでいる      ４．全く取り組んでいない 

問１６ あなたやあなたの世帯では、以下に掲げるような何らかの防犯対策を行っています

か？（複数選択可） 

１．自宅の建物に対する防犯対策に取り組んでいる（センサー・明かりをつける、警

備会社に委託する、二重鍵にする） 

２．消費者犯罪情報を入手している（キャッチセールス、振り込め詐欺、架空請求、

解約に関するトラブルなど） 

３．地域での防犯対策に取り組んでいる（防犯パトロール、知らない人には声を掛

ける、地域でのコミュニケーションを図る） 

４．日常生活での防犯対策に取り組んでいる（人通りの多い所や明るい所を歩く、

自転車に鍵をかける、自転車のかごにネットをかける） 

５．その他（                             ） 

６．特に何も取り組んでいない 

問１７ あなたは、過去1年間で消費生活に関する被害にあったことがありますか？ 

※「消費生活に関する被害」とはキャッチセールス、振り込め詐欺、解約に係るトラブル、架空請求な

どの被害を指します。 

１．ある               ２．ない 

問１８ あなたは、消費生活に関する情報をテレビ、新聞、広報誌等で身近に聞く･触れる

ことができていますか？ 

１．十分できている          ３．あまりできていない 

２．ある程度できている        ４．全くできていない 
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問１９ あなたは、国立市が個人情報の保護を的確に行っていると思いますか？ 

１．思う       ３．あまり思わない    ５．わからない 

２．わりと思う    ４．思わない 

問２０ 問１９で「３.あまり思わない」、「４.思わない」と答えた方に伺います。その理

由は次のうちどれですか？（複数選択可） 

１．不必要な個人情報を収集しているから 

２．個人情報を収集目的以外に利用しているから 

３．市の保有する個人情報が正確でないから 

４．個人情報の保管や廃棄が適切に行われていないから 

５．個人情報の漏えいなどの事故防止対策が不十分だから 

６．市の保有する自分の個人情報について開示、訂正、削除などを求める 

権利が十分に保障されていないから 

７．なんとなくイメージでそう思う 

８．その他（                         ） 

 

問２１ あなたは、民間事業者が個人情報の保護を的確に行っていると思いますか？ 

１．思う ２．わりと思う ３．あまり思わない ４．思わない ５．わからない

 

問２２ あなたは、どの程度スポーツ・レクリエーション（ウォーキングなど軽い  運動

も含む）を行っていますか？ 

１．週に３日以上    ３．月に１～３日     ５．年に１～３日以下 

２．週に１～２日    ４．３ヶ月に１～２日 

 

問２３ あなたは、1年前と比べて健康だと思いますか？ 

１．思う        ２．変わらない       ３．思わない 

 

問２４ あなたは、過去１年間に行政や民間団体が行う国際交流活動・イベントに参加した

ことがありますか？ 

１．ある            ２．ない 

 

問２５ 問２４で「１．ある」と答えた方に伺います。具体的にどのような活動でしょうか？

（複数選択可） 

１．国・都道府県・市町村が主催する国際交流活動・イベント 

２．民間団体が主催する国際交流活動・イベント 

３．ホームステイ・海外留学 

４．その他（              ）  

 

問２６ あなたは、今後行政や民間団体が行う国際交流活動・イベントに参加したいと思い

ますか？ 

１．思う     ２．思わない   ３．どちらとも言えない 
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問２７ あなたは、過去１年間に以下のような生涯学習活動をしたことがあります 

か？（複数選択可） 

１．趣味・教養を高めること（図書館の利用等） 

２．生活を楽しみ、心を豊かにする活動をすること 

３．公民館など自治体の講座や教室における学習活動に参加すること 

４．カルチャーセンターやスポーツクラブなど民間の講座や教室における学習活動

に参加すること 

５．職業上必要な知識・技能を身につけること 

６．健康・体力づくりをすること 

７．学校における学習活動  

８．特に行っていない 

問２８ 問２７で「８．特に行っていない」と答えた方に伺います。それはどうしてでしょ

うか。（複数選択可） 

１． 仕事や家事が忙しくて時間がない 

２． 子どもや親などの世話をしてくれる人がいない 

３． 費用がかかる 

４． 必要な情報（内容・時間・場所・費用）がなかなか入手できない 

５． 一緒に学習や活動をする仲間がいない 

６． 適当な指導者がいない 

７． 身近なところに施設や場所がない 

８． 自分の希望に合う講座や教室などがなかったり、講座や教室などが

行われる時期・時間が合わない 

９． 家族や職場など周囲の理解が得られない 

１０．きっかけがつかめない 

１１．面倒だから 

問２９ 問２７で「１～７」を選択した方に伺います。学習を通じて生きがいを得られたと

思いますか？ 

１．思う            ２．思わない 

問３０ 問２７で「１～７」を選択した方に伺います。学習で身につけた知識や技術を地域

や社会にどのように生かしていますか？（複数選択可） 

１．発表会や展示会の参加   ５．その他（         ） 

２．講習会や講座の講師    ６．特にない 

３．地域の活動（自治会や青少年団体、老人クラブ等） 

 ４．ボランティア・ＮＰＯ活動 
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問３１ あなたは、文化・芸術活動を過去１年間にどの程度鑑賞しましたか？ 

※文化・芸術活動・・・音楽、演劇・演芸、舞踊、美術、文芸、生活文化（生け花、茶道、ファッショ

ン、人形、盆栽、園芸、囲碁、将棋など）、映画など 

１．相当ある   ２．まあまあある   ３．あまりない   ４．全くない 

問３２ 問３１で「１～３」と答えた方に伺います。主にどこで文化・芸術活動を鑑賞しま

したか？ 

１．主に市内            ２．主に市外 

問３３ 問３１で「４．全くない」と答えた方に伺います。関心はありますか？ 

１．関心はある        ３．あまり関心がない 

２．まあまあ関心がある    ４．全く関心がない 

問３４ あなたは、文化・芸術活動を過去１年間にご自分で行ったことがありますか？ 

１．ある               ２．ない 

問３５ 問３４で「１.ある」と答えた方に伺います。主にどこで文化・芸術活動を行いま

したか？ 

１．主に市内            ２．主に市外 

問３６ 問３４で「２．ない」と答えた方に伺います。関心はありますか？ 

１．関心はある        ３．あまり関心がない 

２．まあまあ関心がある    ４．全く関心がない 

問３７ あなたは、過去１年間で市内の歴史・文化遺産を訪れたことがありますか？ 

※歴史・文化遺産・・・谷保天満宮、古民家、南養寺、四軒在家遺跡、滝乃川学園、下谷保一号墳、マ

マ下湧水など 

１．ある           ２．ない 

問３８ 問３７で「２.ない」と答えた方に伺います。それはなぜでしょうか？ 

１．訪れたいが時間がないから      ３．過去に既に訪れたから 

２．歴史・文化遺産があることを知らないから  ４．興味が無いから 

 

問３９ あなたは、市内の歴史・文化遺産が地域で活用されていると思いますか？ 

１．思う ２．やや思う ３．あまり思わない ４．思わない ５．わからない 
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問４０ あなたは、男女の役割が平等になっていると思いますか？ 

１．思う       ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う    ４．思わない 

 

問４１ 問４０で「３．あまり思わない」、「４．思わない」と答えた方に伺います。それ

はどのような場面でそう思われますか？（複数選択可） 

１．家庭      ３．地域     ５．その他日常生活 

２．職場      ４．学校   

 

問４２ あなたは、様々な社会参画の機会において男女の比率が適切になっていると思いま

すか？  

１．適切だと思う     ３．あまり適切でないと思う ５．わからない 

２．ある程度適切だと思う ４．適切でないと思う 

問４３ あなたは、国立の平和都市宣言（下記参考）を知っていますか？ 

１．知っている           ２．知らない 

 

国立市平和都市宣言 

世界では、いまだに戦争が絶えず、核兵器使用の脅威はいぜんとして消えていません。 

私たちは、世界で最初の核被爆国の市民として、世界の平和の実現のために努力していく責任があります。 

この世に、「正しい戦争」などというものはありません。 

地球上に、もうこれ以上の血を流してはなりません。 

私たちは、あらためてこれまでの戦争と暴力のなかにたおれた多くのひとびとの悲しみと苦しみを思い、自由で平和な

世界の実現のために力をつくします。 

新しい千年紀にあたり、私たち国立市民は、平和への強い意思を世界中のひとたちに高らかに宣言します。 

２０００年６月２１日                              国 立 市 

問４４ あなたは、過去１年間で市や団体が実施している平和事業やイベントに参加したこ

とがありますか？ 

※平和事業・・・講演、映画会、コンサート、写真展など 

１．ある               ２．ない 

問４５ あなたは、あなたとそのまわりで人権が尊重されていると思いますか？ 

１．思う       ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う    ４．思わない 

問４６ あなたは、国立市が平和や人権を大切にしているまちだと思いますか？ 

１．思う       ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う    ４．思わない 
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問４７ あなたは、何らかのコミュニティに所属していますか？ 

※「コミュニティ」とは、自治会・町内会やＮＰＯ、ボランティア団体など目的をもって社会的責任を

果たす開放的な集まりを指します。 

１．所属している             ２．所属していない 

 

問４８ 問４７で「１．所属している」と答えた方に伺います。どの程度活動されています

か？ 

１．月１回以上  ２．年１回以上～月１回未満  ３．年１回未満 

 

問４９ あなたは、国立市内で地震や災害が起こったときに生命・財産が守られると思いま

すか？ 

１．思う       ３．あまり思わない     ５．わからない 

２．わりと思う    ４．思わない 

 

問５０ 問４９で「３．あまり思わない」、「４．思わない」と答えた方に伺います。それ

はなぜですか？（複数選択可） 

１．施設の耐震化が充分でないから 

２．家具の転倒防止、備蓄など自身の備えが不十分だから 

３．地域のコミュニティが希薄だから 

４．行政からの情報の提供（災害時におけるメール配信、防災無線の  呼

びかけ、ホームページ、安否情報など）が不十分だから 

５．その他（                     ） 

 

問５１ あなたは、ご自身で何か防災対策を行っています？（複数選択可） 

１．家具に転倒防止器具を設置している  ４．備蓄などをしている 

２．避難場所等の確認をしている     ５．その他（         ） 

３．市や自治会等の防災訓練等に参加している ６．特にしていない 

 

 

 

 

 

＜障害者手帳をお持ちの方に伺います。＞ 

問５２ あなたは、社会参加したいときに自分なりの社会参加ができていますか？ 

 １．かなりできている       ３．あまりできていない 

 ２．部分的にできている      ４．全くできていない 

 

問５３ 問５２で「３．あまりできていない」、「４．全くできていない」 

と答えた方に伺います。それはなぜですか？（複数選択可） 

１．移動が困難だから    ４．その必要性を感じていないから 

２．方法がわからないから  ５．その他（          ） 

３．情報が少ないから 

 

問５２～５５は障害者手帳をお持ちの方、問５６・５７は外国人の方に伺い

ます。該当しない方は、問５８にお進み下さい。 
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問５４ あなたは、何かしら仕事に就いていますか？ 

 １．就いている          ２．就いていない 

 

問５５ 問５４で「２．就いていない」と答えた方に伺います。あなたは、働きたいと思い

ますか？ 

  １．思う            ２．思わない 

＜外国人の方に伺います。＞ 

問５６ あなたは、日常生活で何か困ることはありますか？ 

 １．ある             ２．ない 

 

問５７ 問５６で「１．ある」と答えた方に伺います。どのようなことでお困りでしょうか？

（複数選択可） 

１．日本の生活習慣がわからない    ５．子どもの教育 

２．公共サービスの利用方法がわからない ６．相談相手がいない 

３．病気のとき言葉が通じない     ７．その他（        ）

４．職場の問題 

 

 

 

 

 

 ＜６５歳以上の方に伺います。＞ 

問５８ あなたは、どのようなことに生きがいを感じていますか？（複数選択可） 

１．家族との団らん      ５．趣味 

２．友人や知人との食事・雑談 ６．スポーツ 

３．仕事           ７．その他（        ） 

４．社会奉仕や地域活動    ８．感じていない 

 

問５９ また、あなたは、過去１年間に何らかの社会参加活動を行ったことがありますか？

（複数選択可） 

１．就労             ５．学習活動  

２．ＮＰＯ活動          ６．その他（         ） 

３．ボランティア活動（自治会参加含む） 

４．文化・スポーツ活動      ７．行っていない 

問５８・５９は６５歳以上の方、問６０・６１は 18 歳以下のお子さんのいる 

保護者の方に伺います。該当しない方は、問６２にお進み下さい。 
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＜18歳以下のお子さんのいる保護者の方に伺います。＞ 

問６０ あなたは、子どもの成長に関して悩みや不安を抱えていますか？ 

１．はい             ２．いいえ 

 

問６１ 問６０で「１．はい」と答えた方に伺います。あなたは、身近に相談相手がいます

か？（複数選択可） 

１．家族・親族        ４．公の施設の相談員 

２．近隣の方         ５．その他（          ） 

３．職場等の友人・知人    ６．相談相手がいない 

 

 

 

問６２ あなたは、何によって市政情報を得ていますか？（複数選択可） 

※「市政情報」とは、公文書（財政状況、予算・決算等）、報告書、会議録、会議録音テープ、生活便

利帳、イベント情報などを指します。 

１．市報       ４．情報公開手続き    ７．入手していない 

２．ホームページ   ５．人づて 

３．刊行図書     ６．その他（               ）     

 

問６３ 問６２で「１．市報」と答えた方に伺います。あなたは、市報を読んでいますか？

（複数選択可） 

１．毎号しっかりと読む   ３．興味のある箇所のみ読む ５．全く読まない

２．めくる程度に確認する ４．あまり読まない 

 

問６４ あなたは、市報の発行回数について、どう思いますか？ 

※現在、市報は毎月5日・20日の月2回発行し、平成21年度の経費は約2,000万円です。 

１．月３回に増やしてほしい     ３．月１回でよい 

２．現行の月２回が適当である    ４．その他（          ） 

 

問６５ あなたは、入手したい市政情報が十分に公開されていると思いますか？ 

１．十分に公開されている  ２．公開は不十分である  ３．わからない 

 

問６６ あなたは、議会に関する情報（会議日程、会議内容、会議結果）が十分に公開され

ていると思いますか？ 

１．十分に公開されている     ３．公開は不十分である 

２．ある程度公開されている    ４．わからない 

 

問６７ あなたは、これまでに市の事業計画策定等の過程に参画したことがありますか？ 

※「市の事業計画策定などの過程に参画」とは、審議会、ワーキンググループ、パブリックコメント、

意見を聞く会、説明会、懇談会、附属機関、わくわく塾などに参画したことを指します。 

１．ある               ２．ない  

 

市政について伺います 
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問６８ あなたは、これまでに行政との協働事業に参加したことがありますか？ 

※「協働」とは、NPO、市民、企業、行政等が暮らしやすいまちを共に目指して、相互の役割と責任の

もと、お互いの特性をいかし、対等な立場で協力することです。 

【例】○行政の計画立案に伴う懇談会やワークショップ、事業実施への参加 

   ○市民まつり、さくらフェスティバルなど市が後援しているイベントや環境フェスタなど市と共

催しているイベントの実行委員会への参加 

   ○行政からの委託や助成等を受ける（NPO等による）事業への参加 

   ○自治会やサークル、企業などにおいて行われる公共性の高い事業への参加 

※「NPO（非営利団体）」とは、営利を目的とせず、社会貢献や慈善など公益的活動をする組織のこと

です。 

１．ある              ２．ない 

 

問６９ 問６８で「１．ある」と答えた方に伺います。あなたはどのような協働事業に参加

しましたか？（複数選択可） 

１．文化・芸術        ８．防犯        １５．その他 

２．教育           ９．商工業振興       （   ）

３．子育ち、子育て     １０．しょうがいしゃ支援 

４．高齢者・介護生活支援  １１．スポーツ振興 

５．環境          １２．健康づくり 

６．防災          １３．平和と人権 

７．都市計画・景観     １４．国際交流 

 

問７０ 問６８で「２．ない」と答えた方に伺います。今後行政との協働事業に参加したい

と思いますか？ 

１．思う             ２．思わない 

 

問７１ あなたは、市の組織運営や職員の仕事ぶりをどう思いますか？ 

１．よくやっている         ３．不満である 

２．ある程度やっている       ４．わからない 

 

問７２ 問７１で「３．不満である」と答えた方に伺います。それはどんな点でそう感じま

すか？（複数選択可） 

１．要望したものを市役所が対応してくれなかった 

２．市の職員と接した時の応対が悪かった 

３．事務執行上の誤りがあった 

４．たらいまわしにされた 

５．なんとなくイメージでそう思う 

６．その他（                      ） 

 

これでアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 

このアンケート票を同封の返信用封筒に入れて２月９日（水）までに 

ポストへ投函をお願い致します。（切手は不要です） 
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２．集計データ（単純集計結果） 
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全　体 男性 女性 不  明

1435 608 808 19

100.0 42.4 56.3 1.3

全　体 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 不  明

1435 20 129 191 286 229 163 104 309 4

100.0 1.4 9.0 13.3 19.9 16.0 11.4 7.2 21.5 0.3

全　体
自営業・家

事手伝い
自由業

経営・管理

職
事務職

専門・技術

職

労務・サー

ビス業

パート・アル

バイト
専業主婦 学生 無職 その他 不  明

1435 103 27 107 112 210 40 165 304 63 251 46 7

100.0 7.2 1.9 7.5 7.8 14.6 2.8 11.5 21.2 4.4 17.5 3.2 0.5

全　体 自宅と同じ 国立市内
東京都内２

３区

２３区以外

の東京都

（国立市を

除く）

神奈川県・

埼玉県
その他 不  明

764 81 148 196 266 36 22 15

100.0 10.6 19.4 25.7 34.8 4.7 2.9 2.0

全　体
持ち家（一

戸建て）

持ち家（分

譲マンショ

ンなど）

民間の賃貸

住宅

公営・公団・

公社賃貸住

宅

社宅・寮・官

舎

間借り・住

み込み
その他 不  明

1435 665 212 244 194 63 16 20 21

100.0 46.3 14.8 17.0 13.5 4.4 1.1 1.4 1.5

全　体
単身（一人

暮らし）
夫婦だけ

二世代世帯

（親と子）

三世代世帯

（親と子と

孫）または

それ以上

その他 不  明

1435 229 341 707 95 47 16

100.0 16.0 23.8 49.3 6.6 3.3 1.1

全　体
65歳以上の

方がいる

18歳以下の

子どもがい

る

１及び２の

人はいない
不  明

1435 396 363 581 143

100.0 27.6 25.3 40.5 10.0

全　体 北 東 富士見台 中 西 谷保 泉 青柳 矢川・石田 不  明

1435 161 247 321 177 176 206 39 80 20 8

100.0 11.2 17.2 22.4 12.3 12.3 14.4 2.7 5.6 1.4 0.6

全　体 １年未満
１年以上～

５年未満

５年以上～

10年未満

10年以上～

20年未満
20年以上

生まれてか

らずっと
不  明

1435 59 190 165 284 606 126 5

100.0 4.1 13.2 11.5 19.8 42.2 8.8 0.3

Ｆ３－１  職場地域

Ｆ３  職業

Ｆ２  年齢

Ｆ１  性別

Ｆ８  国立市居住年数

Ｆ７  居住地域

Ｆ６  同居家族

Ｆ５  家族構成

Ｆ４  住居形態

上段：回答数 

下段：比率 
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全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 452 621 206 72 73 11

100.0 31.5 43.3 14.4 5.0 5.1 0.8

全　体 十分にある 普通である
不十分であ

る
不  明

1435 644 695 83 13

100.0 44.9 48.4 5.8 0.9

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 220 398 293 90 419 15

100.0 15.3 27.7 20.4 6.3 29.2 1.0

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 445 461 272 117 134 6

100.0 31.0 32.1 19.0 8.2 9.3 0.4

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 454 484 211 188 70 28

100.0 31.6 33.7 14.7 13.1 4.9 2.0

全　体 道路・歩道 公  園 水  道 下水道 都市ガス その他 不  明

188 118 62 4 10 68 27 2

100.0 62.8 33.0 2.1 5.3 36.2 14.4 1.1

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 56 245 691 348 74 21

100.0 3.9 17.1 48.2 24.3 5.2 1.5

全　体 歩道がない 歩道が狭い

歩道に段差

やでこぼこ

がある

歩道と車道

の段差があ

る

自転車道が

分離・整備

されていな

い

歩道上に放

置自転車及

び看板類が

ある

自転車の通

行マナーが

悪い

車道にがた

つきがある
その他 不  明

1039 241 662 444 218 346 335 475 73 137 1

100.0 23.2 63.7 42.7 21.0 33.3 32.2 45.7 7.0 13.2 0.1

全　体 あ  る な  い 不  明

1435 1047 374 14

100.0 73.0 26.1 1.0

全　体

市内に専門

的な医療機

関がないか

ら

医療機関に

関する情報

が不十分だ

から

休日に受診

できる医療

機関が少な

いから

その他 不  明

374 175 136 121 78 1

100.0 46.8 36.4 32.4 20.9 0.3

全　体
取り組んで

いる

ある程度取

り組んでい

る

あまり取り

組んでいな

い

全く取り組

んでいない
不  明

1435 87 103 227 1006 12

100.0 6.1 7.2 15.8 70.1 0.8

問１  国立市全体が美しいまちなみを保全・形成している

問７  誰もが市内の道路を安全に快適に通行できる

問６  居住地域で不足しているもの

問５  都市基盤が整備され、住みやすい環境

問４  地域の特性に合った都市基盤が整備されている

問３  子育てのしやすい環境が整っている

問２  国立市はみどりが十分にあるまち

問11  福祉活動への取り組み

問10  近くに安心できる医療機関がないと思う理由

問９  近くに安心してかかることができる医

療機関の有無

問８  市内の道路を安全に快適に通行できない原因

上段：回答数 

下段：比率 
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全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 336 540 252 138 150 19

100.0 23.4 37.6 17.6 9.6 10.5 1.3

全　体
日常的に利

用している

月に数回程

度利用して

いる

年に数回だ

け利用して

いる

全く利用し

ていない
不  明

1435 627 489 220 68 31

100.0 43.7 34.1 15.3 4.7 2.2

全　体
便利だと思

う

不便だと思

う
不  明

1336 795 457 84

100.0 59.5 34.2 6.3

全　体
便利だと思

う

不便だと思

う
不  明

1336 1037 238 61

100.0 77.6 17.8 4.6

全　体

積極的に取

り組んでい

る

多少取り組

んでいる

あまり取り

組んでいな

い

全く取り組

んでいない
不  明

1435 466 786 135 20 28

100.0 32.5 54.8 9.4 1.4 2.0

全　体

自宅の建物

に対する防

犯対策に取

り組んでい

る

消費者犯罪

情報を入手

している

地域での防

犯対策に取

り組んでい

る

日常生活で

の防犯対策

に取り組ん

でいる

その他

特に何も取

り組んでい

ない

不  明

1435 624 204 120 879 27 237 36

100.0 43.5 14.2 8.4 61.3 1.9 16.5 2.5

全　体 あ  る な  い 不  明

1435 36 1380 19

100.0 2.5 96.2 1.3

全　体
十分できて

いる

ある程度で

きている

あまりできて

いない

全くできてい

ない
不  明

1435 404 819 172 22 18

100.0 28.2 57.1 12.0 1.5 1.3

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 213 318 61 41 778 24

100.0 14.8 22.2 4.3 2.9 54.2 1.7

全　体

不必要な個

人情報を収

集している

から

個人情報を

収集目的以

外に利用し

ているから

市の保有す

る個人情報

が正確でな

いから

個人情報の

保管や廃棄

が適切に行

われていな

いから

個人情報の

漏えいなど

の事故防止

対策が不十

分だから

自分の個人

情報の開示

等を求める

権利が十分

に保障され

ていない

なんとなくイ

メージでそう

思う

その他 不  明

102 15 9 13 11 14 23 24 38 4

100.0 14.7 8.8 12.7 10.8 13.7 22.5 23.5 37.3 3.9

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 31 213 407 286 469 29

100.0 2.2 14.8 28.4 19.9 32.7 2.0

問13  公共交通機関の利用頻度

問12  自転車での市内移動が便利

問18  消費生活に関する情報を身近に聞く・触れることができる

問17  過去１年間の消費生活に関する被害

問16  防犯対策への取り組み

問15  環境に配慮した取り組み

問14  公共交通機関の利便性（市外移動）

問14  公共交通機関の利便性（市内移動）

問21  民間事業者は個人情報の保護を的確に行っている

問20  国立市が個人情報の保護を的確に行っていると思わない理由

問19  国立市は個人情報の保護を的確に行っている

上段：回答数 

下段：比率 
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全　体
週に３日以

上

週に１～２

日

月に１～３

日

３ヶ月に１～

２日

年に１～３

日以下
不  明

1435 314 389 295 153 211 73

100.0 21.9 27.1 20.6 10.7 14.7 5.1

全　体 思  う 変わらない 思わない 不  明

1435 209 873 326 27

100.0 14.6 60.8 22.7 1.9

全　体 あ  る な  い 不  明

1435 93 1317 25

100.0 6.5 91.8 1.7

全　体

国・都道府

県・市町村

が主催する

国際交流活

動・イベント

民間団体が

主催する国

際交流活

動・イベント

ホームステ

イ・海外留

学

その他 不  明

93 37 51 9 11 -

100.0 39.8 54.8 9.7 11.8 -

全　体 あ  る な  い
どちらとも

言えない
不  明

1435 276 436 704 19

100.0 19.2 30.4 49.1 1.3

全　体

趣味・教養

を高めるこ

と（図書館

の利用等）

生活を楽し

み心を豊か

にする活動

をすること

公民館など

自治体の講

座や教室に

おける学習

活動に参加

すること

民間の講座

や教室にお

ける学習活

動に参加す

ること

職業上必要

な知識・技

能を身につ

けること

健康・体力

づくりをする

こと

学校におけ

る学習活動

特に行って

いない
不  明

1435 603 317 101 248 284 409 72 450 28

100.0 42.0 22.1 7.0 17.3 19.8 28.5 5.0 31.4 2.0

全　体

仕事や家事

が忙しくて

時間がない

子どもや親

などの世話

をしてくれる

人がいない

費用がかか

る

必要な情報

（内容・時

間・場所・費

用）がなか

なか入手で

きない

一緒に学習

や活動をす

る仲間がい

ない

適当な指導

者がいない

身近なとこ

ろに施設や

場所がない

自分の希望

に合う講座

や教室がな

かったり  時

期・時間が

合わない

家族や職場

など周囲の

理解が得ら

れない

きっかけが

つかめない
面倒だから 不  明

450 192 19 91 42 36 11 41 80 4 126 93 34

100.0 42.7 4.2 20.2 9.3 8.0 2.4 9.1 17.8 0.9 28.0 20.7 7.6

全　体 思  う 思わない 不  明

957 757 176 24

100.0 79.1 18.4 2.5

全　体
発表会や展

示会の参加

講習会や講

座の講師

地域の活動

（自治会や

青少年団

体・老人クラ

ブ等）

ボランティ

ア・ＮＰＯ活

動

その他 特にない 不  明

957 134 55 63 86 102 569 28

100.0 14.0 5.7 6.6 9.0 10.7 59.5 2.9

全　体 相当ある
まあまああ

る
あまりない 全くない 不  明 全　体 主に市内 主に市外 不  明

1435 170 571 333 338 23 1074 148 910 16

100.0 11.8 39.8 23.2 23.6 1.6 100.0 13.8 84.7 1.5

問24  過去１年間の国際交流活動・イベント

への参加経験

問23  １年前と比べて健康

問22  スポーツ・レクリエーションの活動頻度

問30  学習で身につけた知識や技術の生かし方

問29  学習を通じて生きがいを得られた

問28  過去１年間に生涯学習活動を行っていない理由

問27  過去１年間に行った生涯学習活動

問26  今後行政などが行う国際交流活動・イベントへの

参加意向

問25  過去１年間に参加した国際交流活動・イベント

問32  過去１年間の文化・芸術活動の鑑賞問31  過去１年間の文化・芸術活動の鑑賞頻度

上段：回答数 

下段：比率 



 

 54

 
 

全　体 関心はある
まあまあ関

心がある

あまり関心

がない

全く関心が

ない
不  明

338 100 69 116 44 9

100.0 29.6 20.4 34.3 13.0 2.7

全　体 あ  る な  い 不  明

1435 303 1115 17

100.0 21.1 77.7 1.2

全　体 主に市内 主に市外 不  明

303 96 202 5

100.0 31.7 66.7 1.7

全　体 関心はある
まあまあ関

心がある

あまり関心

がない

全く関心が

ない
不  明

1115 254 304 424 110 23

100.0 22.8 27.3 38.0 9.9 2.1

全　体 あ  る な  い 不  明

1435 919 503 13

100.0 64.0 35.1 0.9

全　体

訪れたいが

時間がない

から

歴史・文化

遺産がある

ことを知ら

ないから

過去に既に

訪れたから

興味が無い

から
不  明

503 103 83 152 130 35

100.0 20.5 16.5 30.2 25.8 7.0

全　体 思  う やや思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 84 370 396 152 412 21

100.0 5.9 25.8 27.6 10.6 28.7 1.5

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 112 433 437 104 325 24

100.0 7.8 30.2 30.5 7.2 22.6 1.7

全　体 家  庭 職  場 地  域 学  校
その他の日

常生活
不  明

541 285 287 110 41 207 9

100.0 52.7 53.0 20.3 7.6 38.3 1.7

全　体
適切だと思

う

ある程度適

切だと思う

あまり適切

でないと思

う

適切でない

と思う
わからない 不  明

1435 82 367 369 91 491 35

100.0 5.7 25.6 25.7 6.3 34.2 2.4

全　体 知っている 知らない 不  明 全　体 あ  る な  い 不  明

1435 525 865 45 1435 157 1262 16

100.0 36.6 60.3 3.1 100.0 10.9 87.9 1.1

問36  文化・芸術活動を行うことへの関心

問35  過去１年間に文化・芸術活動を行っ

問34  過去１年間の文化・芸術活動の有無

問33  文化・芸術活動鑑賞への関心

問42  社会参画の機会における男女の比率

問41  男女の役割が平等だと思わない場面

問40  男女の役割が平等

問39  市内の歴史・文化遺産が地域で活用されている

問38  過去１年間に訪れた市内の歴史・文化遺産がない理由

問37  過去１年間の市内の歴史・文化遺産

問44  過去１年間の平和事業やイベントへ問43  国立市の平和都市宣言の認知

上段：回答数 

下段：比率 
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全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 196 499 187 56 478 19

100.0 13.7 34.8 13.0 3.9 33.3 1.3

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 169 432 153 58 600 23

100.0 11.8 30.1 10.7 4.0 41.8 1.6

全　体
所属してい

る

所属してい

ない
不  明

1435 361 1049 25

100.0 25.2 73.1 1.7

全　体
月に１回以

上

年に１回以

上～月１回

未満

年１回未満 不  明

361 149 134 72 6

100.0 41.3 37.1 19.9 1.7

全　体 思  う わりと思う
あまり思わ

ない
思わない わからない 不  明

1435 40 208 399 153 609 26

100.0 2.8 14.5 27.8 10.7 42.4 1.8

全　体

施設の耐震

化が充分で

ないから

家具の転倒

防止・備蓄

など  自身

の備えが不

十分だから

地域のコ

ミュニティが

希薄だから

行政からの

情報の提供

が不十分だ

から

その他 不  明

552 191 282 275 217 56 12

100.0 34.6 51.1 49.8 39.3 10.1 2.2

全　体

家具に転倒

防止器具を

設置してい

る

避難場所等

の確認をし

ている

市や自治会

等の防災訓

練等に参加

している

備蓄などを

している
その他

特にしてい

ない
不  明

1435 476 544 124 421 22 478 20

100.0 33.2 37.9 8.6 29.3 1.5 33.3 1.4

全　体
かなりでき

ている

部分的にで

きている

あまりできて

いない

全くできてい

ない

68 11 15 18 24

100.0 0.8 1.0 1.3 1.7

全　体
移動が困難

だから

方法がわか

らないから

情報が少な

いから

その必要性

を感じてい

ないから

その他 不  明

42 15 13 14 7 6 3

100.0 35.7 31.0 33.3 16.7 14.3 7.1

全　体 就いている
就いていな

い
不明 全　体

働きたいと

思う

働きたいと

思わない
不  明 全　体 あ  る な  い 不  明

68 18 49 1 49 11 37 1 1435 13 32 1390

100.0 26.5 72.1 1.5 100.0 22.4 75.5 2.0 100.0 0.9 2.2 96.9

全　体

日本の生活

習慣がわか

らない

公共サービ

スの利用方

法がわから

ない

病気のとき

言葉が通じ

ない

職場の問題
子どもの教

育

相談相手が

いない
その他 不  明

13 - 4 3 3 2 3 5 -

100.0 - 30.8 23.1 23.1 15.4 23.1 38.5 -

問56  日常生活で困ることの有無問55  就労意向

問49  国立市内で地震や災害が起きたとき生命・財産が守られる

問57  日常生活で困ること

問52  社会参加したいときにできている

問54  就労状況

問53  社会参加したいときにできていない理由

問51  ご自身で行っている防災対策

問50  国立市内での災害時に生命・財産が守られると思わない理由

問48  所属しているコミュニティでの活動頻度

問47  コミュニティへの所属

問46  国立市は平和や人権を大切にしている

問45  あなたの周囲で人権が尊重されている
上段：回答数 

下段：比率 
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全　体
家族との団

らん

友人や知人

との食事・

雑談

仕  事
社会奉仕や

地域活動
趣  味 スポーツ その他

感じていな

い
不  明

413 209 186 49 40 220 62 22 20 36

100.0 50.6 45.0 11.9 9.7 53.3 15.0 5.3 4.8 8.7

全　体 就  労 ＮＰＯ活動

ボランティ

ア活動（自

治会参加含

む）

文化・ス

ポーツ活動
学習活動 その他

行っていな

い
不  明

413 27 12 76 61 28 8 222 36

100.0 6.5 2.9 18.4 14.8 6.8 1.9 53.8 8.7

全　体 あ  る な  い 不  明 全　体 家族・親族 近隣の方
職場等の友

人・知人

公の施設の

相談員
その他

相談相手が

いない
不  明

363 184 126 53 184 145 30 63 15 14 17 -

100.0 50.7 34.7 14.6 100.0 78.8 16.3 34.2 8.2 7.6 9.2 -

全　体 市  報
ホームペー

ジ
刊行図書

情報公開手

続き
人づて その他

入手してい

ない
不  明

1435 1272 179 13 6 72 22 102 21

100.0 88.6 12.5 0.9 0.4 5.0 1.5 7.1 1.5

全　体
毎号しっか

りと読む

めくる程度

に確認する

興味のある

箇所のみ読

む

あまり読ま

ない

全く読まな

い
不  明 全　体

月３回に増

やしてほし

い

現行の月２

回が適当で

ある

月１回でよ

い
その他 不  明

1272 401 387 512 54 5 11 1435 17 739 601 48 30

100.0 31.5 30.4 40.3 4.2 0.4 0.9 100.0 1.2 51.5 41.9 3.3 2.1

全　体
十分に公開

されている

公開は不十

分である
わからない 不  明 全　体

十分に公開

されている

ある程度公

開されてい

る

公開は不十

分である
わからない 不  明

1435 339 189 863 44 1435 92 412 180 723 28

100.0 23.6 13.2 60.1 3.1 100.0 6.4 28.7 12.5 50.4 2.0

全　体 あ  る な  い 不  明 全　体 あ  る な  い 不  明

1435 91 1317 27 1435 214 1192 29

100.0 6.3 91.8 1.9 100.0 14.9 83.1 2.0

全　体 文化・芸術 教  育
子育ち・子

育て

高齢者・介

護生活支援
環  境 防  災

都市計画・

景観
防  犯 商工業振興

しょうがい

しゃ支援

スポーツ振

興
健康づくり 平和と人権 国際交流 その他 不  明

214 63 18 30 28 42 38 18 15 17 20 26 20 7 19 12 2

100.0 29.4 8.4 14.0 13.1 19.6 17.8 8.4 7.0 7.9 9.3 12.1 9.3 3.3 8.9 5.6 0.9

全　体 あ  る な  い 不  明

1192 368 789 35

100.0 30.9 66.2 2.9

全　体
よくやってい

る

ある程度

やっている
不満である わからない 不  明

1435 177 467 222 544 25

100.0 12.3 32.5 15.5 37.9 1.7

全　体

要望したも

のを市役所

が対応して

くれなかっ

た

市の職員と

接した時の

応対が悪

かった

事務執行上

の誤りが

あった

たらいまわ

しにされた

なんとなくイ

メージでそう

思う

その他 不  明

222 38 126 27 33 31 88 3

100.0 17.1 56.8 12.2 14.9 14.0 39.6 1.4

問60  子どもの成長に関する悩みや不安の

有無

問59  過去１年間の社会参加活動

問58  生きがい

問66  議会に関する情報の公開度問65  入手したい市政情報の公開度

問64  市報の発行回数について問63  市報の読み方

問62  市政情報入手手段

問61  身近な相談相手

問72  市の組織運営や職員の仕事ぶりで不満な点

問71  市の組織運営や職員の仕事ぶり

問70  今後行政との協働事業への参加意

問69  参加したことがある協働事業

問68  行政との協働事業への参加経験問67  市の事業計画策定等の過程への参

上段：回答数 

下段：比率 


